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気温の低下とともに、全国的にコロナ感染者数が増えていて、第 8 波がひたひたと押し寄

せている。今シーズンはインフルエンザ感染も拡大が予想される。そこで厚労省は、発熱

外来の逼迫を避けようと、低リスクの人を対象に市販薬を用いる自宅療養を PR する。こ

のダブルパンチを、どう乗り切るか。 

北海道では、すでに夏の第 7 波を超える感染者数を記録。全国に先駆けて第 8 波が襲来し

た。その流れがじわじわと全国にも波及。東京では、1 週間平均の新規感染者数が 25 日時

点で 9434 人と前週比 113％。大阪は同 150％と急増している。第 8 波の全国拡大は、時間

の問題とみられる。 

一方、季節性インフルエンザについては、感染者数が 10 月から急速に増えている。厚労省

が集計する定点報告数は、今月 20 日までの 1 週間が前週比 134％だ。ほぼ“無風状態”だ

った過去 2 シーズンに比べると、実に 25～27 倍に上る。感染急増エリアでは、季節性イ

ンフルによる学級閉鎖も相次いでいる。 

 政府は、同時流行が起きたケースの 1 日の患者数を試算。コロナは最大 45 万人で、イン

フルは最大 30 万人。合計 75 万人に上る。コロナ第 7 波のピーク時で感染者数は約 26 万

人だった。試算通りなら、あの悪夢のようなときの 3 倍もの発熱患者が全国にあふれるこ

とになる。 

 そんな発熱患者が医療機関に一気に押し寄せると、発熱外来がパンクする。そこで厚労

省は、重症化リスクの高い人に受診を優先するよう、リスクが少ない人には発熱時に市販

薬での自宅療養を呼びかけているのだ。では、どんな準備をしておけばいいのか。医薬情

報研究所エス・アイ・シーの医薬情報部門研究者で薬剤師の堀美智子氏に聞いた。 

■NSAIDs で注意すべき持病とは？ 

「まず重要なのは、解熱鎮痛薬の選び方です。コロナ禍になった当初、アセトアミノフェ

ンが推奨され、その後、非ステロイド性抗炎症薬（NSAIDs）も使用されるようになりまし

た。今ではどちらもコロナによる解熱に使われていますが、より安全性を重視するなら、

アセトアミノフェンがおすすめです」 

 アセトアミノフェンはナロンなどの商品に含まれる成分だ。コロナ禍において、ドラッ

グストアで品切れが続出したことでも知られる。一方、NSAIDs には複数の成分があり、

ロキソニンやボルタレンなどに含まれる。何が違うのか。 

「アセトアミノフェンは成人はもちろん、15 歳未満の小児や乳幼児、妊婦、授乳中の女性

にも使われていて、NSAIDs より比較的安全性が高い。NSAIDs で問題となる胃の粘膜障

害を起こすリスクも少ない。NSAIDs は 15 歳以上が適応で、その胃粘膜障害のほか、腎機

能の低下やアスピリン喘息などのリスクもあります」 

胃炎や胃潰瘍などで胃の粘膜が荒れている人、腎臓の病気がある人は、NSAIDs を避けて、

アセトアミノフェンを選ぶ。アスピリン喘息は、NSAIDs を服用して 1 時間ほどで生じる

喘息で、軽症なら喘息と鼻づまり、重症だと呼吸がつらくなる。成人喘息の 10％は、これ

が原因といわれる。当然、NSAIDs はダメだ。 

 こうしてみると、NSAIDs はポピュラーな商品が並ぶが、中高年の持病を悪化させる恐

れが高い。 



■アセトアミノフェンは酒との相互作用に注意 

 気になるのが、インフルとの兼ね合いだ。 

「インフルエンザの解熱で推奨されるのが、アセトアミノフェンです。一方、NSAIDs は

インフルエンザ脳症のリスクが指摘されていますから、インフルエンザとの関係でもアセ

トアミノフェンが無難でしょう」 

 ただし、アセトアミノフェンにも、弱みがあるという。肝機能がよくない人やアルコー

ルをたくさん飲む人がアセトアミノフェンを服用すると、肝機能障害が悪化しやすく、服

用後に肝不全を起こすこともある。1999 年に世間を驚かせた埼玉・本庄保険金殺人事件で

明らかになった手口も、市販の風邪薬に含まれるアセトアミノフェンと酒を一緒に飲ませ

た末の犯行だった。 

 コロナやインフルで苦しんでいるときに酒をあおる人はいないだろうが、たとえば酒を

飲んだ帰りに「何となく寒けがするから念のため薬を」といったときにアセトアミノフェ

ンは、避けた方がいい。 

去痰薬は OK、咳止めは NG 

 各地の感染エリアで分離されているコロナウイルスは、第 7 波で猛威を振るったオミク

ロン株の派生型。熱がそれほどでなくても、ひどい咳やつらいのどの痛みが知られた。一

部に新たな系統も見つかっているとはいえ、オミクロンの派生型が主流だけにのどの症状

についてはどうか。 

「のどの痛みがつらくても、咳止めを服用するのはよくありません。咳や痰は、ウイルス

を体の外に排出するための仕組みで、止めることなくスムーズに出す方が理にかなってい

ます。その点で、去痰薬はぜひ用意しておくとよいでしょう」 

去痰薬の成分は、カルボシステインやブロムヘキシン塩酸塩など。これまでの研究で、カ

ルボシステインを服用すると、痰の粘度が下がって痰が絡まりにくくなり、結果として気

道の炎症が抑えられるという。 

 のどの痛みを緩和する成分として知られるのが、トラネキサム酸だ。粘膜の炎症を和ら

げ、痛みを緩和することから、コロナ禍の治療現場でよく用いられていて、市販薬にも含

まれている。しかしこの成分、もともとは止血剤だったため、血栓をできやすくするリス

クが指摘される。コロナの重症化例の中には、血栓症による悪化もあるため、重症化リス

クの高い持病がある人や高齢者は、トラネキサム酸について医師や薬剤師に相談するのが

無難だろう。 

 トラネキサム酸は、のどの痛みを抑えるほか、肝斑（シミ）の治療薬としても使われて

いる。コロナ感染が分かったら、その使用についても注意した方がいい。 

スプレー、うがい薬でのどを守る 

 のど用グッズもそろえるのが無難だそうだ。 

「コロナ感染を含むのど症状には、スプレーなどののど用剤も効果的です」 

 のど用剤については、オミクロン株への効果を認められた成分を含むものもある。殺菌

成分 CPC（セチルピリジニウム塩化物水和物）がそれで、大正製薬は今年 8 月、山口大学

と共同でオミクロン株への効果を発表している。 

「試験管内でオミクロン株溶液と CPC 溶液を 1 対 9 で混ぜて、感染性の変化を調べまし

た。その結果、CPC を 0.0125％以上の濃度でオミクロン株に 30 秒以上暴露させると、



99％以上が感染性を失ったのです」（同社広報担当者） 

 この結果が関連商品の有効性を担保するものではないとはいえ、興味深い結果だ。CPC

含有商品としては口の消毒スプレー「チョコラ BB 口内炎リペアショット」「ヴィックス 

メディケイテッドスプレー」、洗口液「モンダミン PREMIUM CARE」、うがい薬「キ

レイキレイ」などがある。通勤の前後にのどにシュッと吹きかけたり、うがいをしたりす

ると、感染予防にもよさそうだ。 

 最後に漢方薬も侮れないという。 

「麻黄湯は、体を温めて本来備わっている免疫力を高め、ウイルスにあらがう働きがあり、

インフルエンザに効果的な漢方薬。コロナ禍においてはオミクロン株にも有望だとする報

告があります。のどの痛みに対する駆風解毒湯と一緒に用意しておくとよいでしょう」 

 西洋薬も漢方薬も、購入するときは必ずおくすり手帳を持参して薬剤師に相談すること。 

「家族の分もまとめて購入する場合は、全員が服用できるものを選ぶのが大切。つまり、

リスクが高い人の持病なども薬剤師に伝えて薬を選択してもらうのです」 

 肝に銘じておこう。 


